
「稲荷山公園」は、白子川沿いの良好な樹林傾斜地の保持を図り、将来の都市公園の確保に資する
ため、都市計画公園として、昭和32 年に都市計画決定（昭和53 年に変更）されました。

平成30 年6月、区は「グランドデザイン構想」を策定し、「みどりあふれる中で多彩な活動が展開
されるまち」など、区が目指す概ね30 年後のまちの将来像をお示しし、その実現に向けた「第２次
みどりの風吹くまちビジョン（平成31 年3月）」や、みどり施策に関する総合的な計画である「練馬
区みどりの総合計画（平成31 年4 月）」において、みどりのネットワークの拠点づくりを進める長期
プロジェクトとして「武蔵野の面影」をテーマに「稲荷山公園」の整備に取り組むこととしています。

昨年５月には公園整備の基本方針である「稲荷山公園基本計画（整備イメージ）」を策定し、本年
10月には稲荷山公園の整備内容、自然環境の保全の方法、段階的な整備の進め方（以下「ロードマッ
プ」という。）など、専門的な見地から検討するため、「稲荷山公園の整備に関する専門家委員会
（以下「専門家委員会」という。）」を設置しました。今後は、専門家委員会での検討内容を踏まえ、
ロードマップを作成していきます（詳しくは裏面をご覧ください）。
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稲荷山公園の整備について

稲荷山公園の名称と面積
■名称

東京都市計画公園第5・4・2 号稲荷山公園
■都市計画決定区域面積

約10.0ha
■種別

総合公園
※総合公園：都市住民の休息、鑑賞、散歩、遊

戯、運動など総合的な利用に供することを目
的とする公園

※憩いの森制度：区が所有者から樹林地を借り
て緑地として整備し、開放する制度

▲清水山の森のカタクリ群生地

稲荷山公園の主な沿革
昭和32年度 稲荷山公園の都市計画決定 約8.02ha
昭和50年度 清水山憩いの森開設（憩いの森第１号）約0.36ha
昭和53年度 都市計画区域変更 約10.0ha
昭和54年度 稲荷山憩いの森開設 約2.2ha
昭和63年度 一部開園（都市計画区域外含む）1,772.67㎡、

稲荷山図書館開館
平成28年度 一部開園（清水山の森部分）10,640.38㎡
令和４年度 稲荷山公園基本計画（整備イメージ）策定
令和５年10月 専門家委員会の設置・開催

区立稲荷山公園
（稲荷山図書館）

区立稲荷山公園（清水山の森）

白子川
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「稲荷山公園の整備に関する専門家委員会」を設置しました

■開催日時
10月17日㈫18時30分～20時

■開催場所
区役所本庁舎20階交流会場

■主な議題
・専門家委員会について

（設置目的、委員紹介）
・植物等の調査の説明
・討議

■傍聴人 12名（原則公開）

第１回専門家委員会を開催しました

今後の進め方
・ロードマップについては、概ね１年を目途に作成していきます
・基本計画の具体的な内容について、専門家委員会からの助言を踏まえ、検討していきます。
・段階的な整備のロードマップ作成にあたっては、今後も節目ごとに地域の皆様への周知を行い、

ご意見を伺いながら決定していきます。

専門家委員会の設置

＜検討内容＞

・整備内容

・自然環境の保全の方法

・段階的な整備の進め方

等

・オープンハウス等の開催

・検討状況に関するお知らせ
の配布

・希望者への個別訪問の実施

段階的な整備のロードマップ決定

基本計画の具体的
内容の検討

専門家委員会での検討
内容を基に、整備内容
や段階的な整備のロー
ドマップ等を検討

■ロードマップ作成イメージ■
（区） （地域）

■開催内容
区から専門家委員会の今後の進め方、

地域の現状、稲荷山憩いの森や清水山の
森の植物等の調査結果について説明を行
い、委員からはこの地域の歴史や今後の
植物等の調査について質問がありました。
最後に委員長からこの計画地周辺は高い
ポテンシャルを持った地域であり、区民
の方と協働でいい公園づくりができるこ
とを期待していますと発言がありました。 開催結果開催通知

開催情報は、開催日の
概ね１週間前に傍聴の
可否も含め区HPにてお
知らせします。

整備内容、自然環境の保全方法、段階的な整備の進め方など専門的な見地から検討するため、
「稲荷山公園の整備に関する専門家委員会」を設置しました。委員は、保全生物学を専門とする委員
長の小堀洋美氏（保全生物学）をはじめ、一ノ瀬友博氏（景観生態学）、大澤啓志氏（動植物）、横
田樹広氏（緑地計画）、大沢昌玄氏（都市計画）ら５名の学識経験者により構成しています。

今後の開催予定
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